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Abstract 
Facies analysis and analysis of stratigraphy together with folded structure of the Norian Jito Formation 

were studied in Jito Area, Kawakami, Okayama Pref., SW Japan. Results of regional mapping and measured 

sections reconstruct three-dimensionally distribution of the Jito Formation. The Jito Formation is 

sub-divided into the four new members; the Shimohira Muddy Sandstone Member, the Otofuji 
Coarse-grained Turbidite Member, the Misawa Fine-grained Turbidaite Member, and the Ide Conglomerate 

Sandstone Member in ascending order. The Shimohira Muddy Sandstone Member is interpreted to be 

deposited in an inner–bay. The Otofuji Coarse-grained Turbidite Member and The Misawa Fine-grained 
Turbidite Member are considered to be deposited on a continental shelf. The Ide Conglomerate Sandstone 

Member is inferred to be a shallow marine deposit. As a result, the Jito Formation is regarded as one 

transgressive-regressive package. 
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I． はじめに 

上部三畳系成羽層群(Fig. 1)は，古くから植物化石や

三畳紀 Norian の示準化石である二枚貝化石 Monotis 
ochotica (KEYSERLING)を多産することで知られ，層位

学的・古生物学的研究がなされてきた。特に植物化石

に関しては Oishi（1932）や Oishi and Huzioka（1938）

などの研究により提唱された「Nariwa Flora」は，中

生代古期型植物化石群として世界的に有名である。 

成羽層群の層序は初め含モノチス化石層と含植物

化石層に区分され，後者が上位とされた（Yokoyama,

1905）が，赤木（1927）は含モノチス化石層を上位と

した。小林ほか（1937）は植物化石は各層準から産出

し，含モノチス化石層と含植物化石層は交互に現れる

ことを認め，成羽層群を礫岩に富む下部層，砂岩頁岩

層主体の中部層，砂岩に富みモノチス化石を産出する

上部層に区分した。これらの区分は古生物学的見地か

ら行われたものである。 

寺岡（1959）は小林ほか（1937）の区分をほぼ踏襲

し，成羽町周辺に分布する成羽層群について下位より

最上山層，日名畑層，地頭層と記載し，定義を行った。

大藤（1985）は酸性凝灰岩の追跡により成羽層群が向

斜構造をなすことを示すとともに，下位の古生層であ

る秋吉帯を不整合に覆うことを明らかにした。その後

鈴木・Asiedu（1995）は層序の見直しを行い，下位よ

り仁賀層，地頭層，最上山層，日名層，日名畑層と区

分した。従来の区分に最下部の仁賀層を加え，海成層

である地頭層は陸成層に挟まれるとし，寺岡（1959）

による日名畑層を礫岩が優勢な日名層と泥岩が優勢

な日名畑層に区分した（Fig. 2）。高地ほか（2014）は

地頭層と最上山層の砂岩に含まれる砕屑性ジルコン

の ICP-MS による年代測定を行い，それぞれ 203.1±

6.7 Ma と 190.3±9.0 Ma の年代値を示した。この年代

値は鈴木・Asiedu（1995）による層序関係を支持する。 

以上のような先行研究から成羽層群の堆積盆では

Norian のある時期に海進があり，地頭層が堆積したこ

とが分かる。しかし，地頭層の詳細な層相や堆積環境

はまだ解明されていない。そのため，本研究では模式

地である地頭地域に分布する地頭層を対象として単

層ごとの層相解析に基づいて，部層区分と定義を行っ

た。野外での層序関係の確認，ルート柱状図の作成，
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褶曲構造解析を加えての地質図作成を行うなかで，各

部層の連続や側方変化を追うことによって三次元的

な堆積環境を推定することを試みた。 

 

II．地質概説 

成羽層群分布域は西南日本内帯の秋吉帯に属する。

本層群は秋吉帯の褶曲した高山石灰岩層群（稲田ほか，

2012）を不整合に覆い，岡山県高梁市成羽町から川上

町周辺にかけて分布している。本層群は NE－SW 方

向の褶曲軸を持つ向斜構造をなし，西から仁賀層，地

頭層，最上山層，日名層，日名畑層の順に重なって分

布している。 

本調査地域は地頭層の模式地である川上町地頭で 

あり，範囲は地頭から南に 3 km，東西に 3 kmであ

る。地頭層は向斜構造をなし，北翼側では走向 N30°

～70°E，南傾斜 50～80°，南翼側では走向 N40°～

70°W 北傾斜 30～60°を示し，褶曲軸は東方にプラ

ンジする。下位の仁賀層との境界部は川上町下大竹下

平や川上町仁賀安成，大谷，川上町三沢大見谷で確認

され，本層が整合関係で覆う。本層の上位に最上山層

が整合で覆うことは川上町地頭南や川上町三沢日出

谷で確認された。成羽層群は古第三系山砂利層に不整

合関係で覆われる。 

 

III．地頭層の部層区分 

野外調査や研磨試料・岩石薄片の観察による単層の

岩相，堆積構造，単層形態，連続性，単層間の関係，

産出化石などの情報から，地頭層を下平泥質砂岩部層，

音藤砂岩優勢タービダイト部層，三沢泥岩優勢タービ

ダイト部層，日出谷礫岩砂岩部層の 4 つの部層に区分

し，定義した。これらの結果は地質図（Fig. 3），柱状

図（Fig. 4）に示した。 

 

〔記載〕 

Ⅰ．下平泥質砂岩部層 

 

模式地 高梁市川上町下大竹下平付近 

層厚 約 80 m 

層序関係 下位の仁賀層とは整合関係にあり，仁賀層 

の炭質な泥岩層を本部層のモノチス化石を含む泥質

砂岩層が覆う。 

分布 向斜北翼部は川上町地頭～下大竹下平に分布

し，ヒンジ部は川上町仁賀安成で見られ，南翼部は川

上町仁賀大谷～三沢大見谷に分布する。本部層は南翼

では薄くなる。 

岩相 主に泥質な細粒砂岩からなり，数 10 cm間隔で

泥の含有量の違いによる不明瞭な層理が認められる。

生痕と思われる数 mm 程度の有機質な泥からなる斑

点が頻繁に見られる（Fig. 5-a）。この斑点が葉理に平

行に分布する場合がある。中部では局所的に淘汰のよ 

Figure1. 成羽層群の分布位置 

Figure2.  成羽層群の地質図（鈴木・

Asiedu ，1995 より一部改変） 

赤線内は本研究調査範囲を示す。 
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Figure3. 地頭層の地質図 

 

図中の A，B，C は柱状図作成ルートを表

す。 
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Figure4. 柱状図 
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い粗粒砂岩層を挟む。最下部と上部では厚さ 1cm 程

度のモノチス化石密集層（Fig. 5-b）が見られるが，

側方の連続はよくない。 

化石 Monotis ochotica を多産する。ほぼ完全に近い

形で産出することが多いが，破片も見られる。離弁し

ているものがほとんどで合弁のものはごくまれであ

る。各個体の大きさはまちまちである。まれに

Naticella ? sp. も産出する。 

堆積環境 主に泥質砂岩からなることや，浮遊性の生 

活をしていたと考えられる（速水，1969）モノチス化 

石が密集して産出すること，また多くの生痕が見られ

ることから，内湾のような比較的静穏で生物活動が活 

発な環境で堆積したと考えられる。しかし，淘汰のよ

い中粒砂岩層を局所的に挟在することは，一時的に潮

流や波浪の影響を受ける環境であったことを示す。 

 

Ⅱ．音藤砂岩優勢タービダイト部層 

 

模式地 高梁市川上町地頭南付近 

層厚 約 170 m 

層序関係 下位の下平泥質砂岩部層とは整合関係に

あり，下平泥質砂岩部層の泥質砂岩層を本部層の淘汰

のよい砂岩層が覆う。 

分布 向斜北翼部として川上町地頭～下大竹音藤に，

向斜軸部として川上町仁賀安成に分布する。南翼部で

は連続していないと考えられ，欠如している。 

a b 

Figure 6. a, 厚さ 60cmの級化構造をなす砂岩単層。上部の粗粒～中粒砂岩に平行葉理が形成されている。

下部の粗粒砂岩にはスランプ状に変形したリップアップクラストを含む。 b, 砂岩中に泥が網目状に注入

している。（スケールバーは 5cm） 

 

Figure 5. a, 生痕とみなされる泥の斑点が認められる。（スケールバーは 5cm） b, モノチス化石は厚さ 1cm程

度の層に密集して産出する。（スケールバーは 4cm） 

 

 

 

 

 

 

a 

b 
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岩相 主に極粗粒～中粒砂岩からなり，厚さ 70～80 

cm の級化構造をなすユニットで成層する場合が多い

（Fig. 6-a）。砂岩には泥質基質は少なく，淘汰はやや

よい。一般にユニットの基底部は下位のユニットを削

り込む（Bouma シークェンスの Ta ユニットに相当（B

ouma，1962））。またユニット最上部の約 10 cm に平

行葉理をなす砂岩や泥岩を伴うことがある（Bouma

シークェンスの Tb，Te ユニットに相当）。下部から

中部の砂岩には亜円礫状やスランプ状のリップアッ

プクラストを含むことがよくある（Fig. 6-a）。川上町

下大竹下平付近では最下部の砂岩中に泥が網目状に

注入している（Fig. 6-b）。またまれに礫混じり砂岩層

や礫岩層を挟み，前者は粗粒～中粒砂で構成され，礫

は前者，後者ともに細礫サイズでよく円磨される。 

堆積環境 粗粒～中粒砂岩からなり，級化構造をなす

Ta ユニットが発達し，Ta，b または Ta，e のセットが

多いことは Proximal なタービダイトであることを示

す。下部にリップアップクラストを含むこともこれを

支持する。上位ほど泥の割合が増加することはより

Distalな環境へ変化したか，海底扇状地の上部から下

部へと変化したと考えられる。成羽層群は秋吉帯古生

層を不整合に覆っており，（大藤，1985）堆積場は陸

棚が考えられる。砂岩の淘汰がややよいのは供給源の

浅海の堆積物が淘汰のよい砂からなるためではない

かと推測される。 

砂岩中に泥が網目状に注入している現象は何らか

の要因で未固結時にクラックが形成したと考えられ，

堆積場に傾斜があった可能性がある。 

 

Ⅲ．三沢泥岩優勢タービダイト部層 

 

模式地 高梁市川上町地頭南付近 

層厚 約 150 m 

層序関係 下位の音藤砂岩優勢タービダイト部層と

Figure 7. a, 平行葉理を伴う泥岩と酸性凝灰岩質砂岩からなる層。（ハンマーは 26cm） b,本部層に挟在する

酸性凝灰岩。泥岩との境界はシャープである。（スケールバーは 5cm） c, 粗粒砂～細粒砂で構成される 3

枚の級化層が上方薄層化をしている。 

a 
b 

c 
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は整合関係にあり，砂岩優勢タービダイト部層を本部

層の泥岩優勢タービダイトが覆う。 

分布 向斜北翼部は川上町三沢日出谷～地頭南に，軸

部は川上町仁賀安成に，南翼部は川上町三沢大谷～八

頭に分布する。北翼から南翼まで連続して分布する。 

岩相 無構造泥岩と弱い平行葉理を伴う泥岩（Bouma

シークェンスの Te，Td ユニットに相当）が弱い級化

を示す中～細粒砂岩層（Bouma シークェンスの Ta ユ

ニットに相当）と約 10～20 cm の厚さで互層をなす

（Fig. 7-a,b）。酸性凝灰岩を挟在することがあり，本

部層の上部ほど酸性凝灰岩を挟在する割合は増加す

る傾向にある。個々の砂岩層の淘汰はややよい～普通

で，弱い級化を示して下位の泥岩層を削り込む。淘汰

のよい中粒砂岩層を挟在することがあり，一部の露頭

では粗粒～泥質細粒砂岩で構成される級化単層から

なる互層において上方薄層化が認められる（Fig. 7-c）。 

堆積環境 音藤砂岩優勢タービダイト部層と同様に

堆積場は陸棚が考えられる。薄い細粒砂岩からなる T

a ユニットと Te ユニットのセットが優勢であること

から陸棚上の海底扇状地の Distal な部分のタービダ

イトであると考えられる。また挟在する淘汰のよい中

粒砂岩層は海底扇状地におけるチャネル流路かロー

ブの堆積物と考えられる。 

 

Ⅳ．日出谷礫岩砂岩部層 

 

模式地 高梁市川上町地頭南付近 

層厚 約 320 m 

層序関係 下位の三沢泥岩優勢タービダイト部層と

は整合関係にあり，三沢泥岩優勢タービダイト部層の

酸性凝灰岩泥岩互層を本部層の中粒砂岩が覆う。上位

の最上山層基底の炭質泥岩層が本部層の礫混じり粗

粒砂岩層を不整合で覆う。 

分布 向斜北翼部は川上町三沢日出谷～地頭南に，軸

Figure 8. a, 下部は砂質泥岩であり，不定形のリップアップクラストから泥が注入したクラックが延びる。そ

れを明瞭な削り込みを伴って細礫を含む粗粒砂岩層が覆う。（ハンマーは 26cm） b, 級化構造をなすユニット。

トラフクロスベッドを示す。 c, ユニット内部の様子．下位のユニットとは異なり，ユニット内部で礫による

トラフクロスベッドが見られる。 d, 各ユニットは上位ほど薄くなる傾向にある。 

c 

a b 

d 
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部は川上町仁賀安成に，南翼部は川上町三沢八頭に分

布する。北翼から南翼まで連続している。 

岩相 下部は主に淘汰のよい極粗粒～中粒砂岩から

なり，塊状で一部平行葉理を伴う。一部浅いトラフ構

造をなす泥岩を伴う。また 10 数 mの厚い泥質砂岩層

を挟在しており，円形から不定形の細粒砂岩のリップ

アップクラストをよく含む（Fig. 8-a）。これらの層は

音藤砂岩優勢タービダイト部層と同じように泥が網

目状に注入している様子が認められる。上部は厚さ

30～50 cmの平行な粗粒砂岩ユニットが成層する。ユ

ニット内部に細礫によるトラフ斜交葉理が認められ

る（Fig. 8-b,c）。ユニットの厚さは上位ほど薄くなる

傾向がある（Fig. 8-d）。ユニット境界には連続性がよ

い薄い細粒砂岩や泥岩を挟在する。  

堆積環境 主に淘汰のよい塊状から一部平行葉理を

伴う極粗粒～中粒砂岩からなる下部と，内部に基底礫

を伴うトラフクロスベッドが認められる平行に成層

した中粒砂岩ユニットからなる上部は，浅海のような

定常的に水流のあった環境で堆積したと考えられる。

上部のユニット間に挟在する薄い細粒砂岩や泥岩の

層は一時的な水流の停滞期間の存在によるものと考

えられる。下部に挟在する厚い泥質砂岩層は淘汰がや

や悪く，リップアップクラストを含むことから一時的

なイベントによって陸側から運搬されたものと推測

される。 

 

  

IV． 地頭層の堆積環境 

下平泥質砂岩部層中のモノチス化石が北翼部では

多産するが，南翼部ではほとんど見られないことや，

音藤砂岩優勢タービダイト部層が南翼部では欠如す

ることから成羽層群の堆積盆は北翼部側が陸に近か

ったと考えられる。成羽層群の供給源が北側であるこ

とは，寺岡（1959）によって最上山層上部の礫岩層の

礫径の変化から，また亀高（1997）によって礫種構成，

砂岩組成，砕屑性ザクロ石・クロムスピネルの化学組

成からすでに示されており，今回の結果と一致する。

これらのことから地頭層は北側に陸域がある浅海か

ら陸棚に堆積したものと考えられる。 

 

V． シークェンス層序学モデルを適用した考察 

 海水準の低下期から上昇期を経て次の低下期まで

に形成される地層は堆積シークェンスと呼ばれ，海進

－海退のサイクルを反映している。（保柳，1992；増

田，1997 など）。各部層の復元された堆積環境は下平

泥質砂岩部層は内湾，音藤砂岩優勢タービダイト部層，

三沢泥岩優勢タービダイト部層は陸棚，日出谷礫岩砂

岩部層は浅海と変化し，浅海から陸棚そして浅海へと

海進－海退を示す。 

 ここでは地頭層の下限は陸成層から海成層に移る

境界であるため，海進面に相当すると考えられる。三

沢泥岩優勢タービダイト部層と日出谷礫岩砂岩部層

の境界は堆積場が陸棚から浅海に変化した境界であ

るので最大海氾濫面に相当すると考えられる。また下

平泥質砂岩部層～三沢泥岩優勢タービダイト部層は

海進期堆積体に相当し，日出谷礫岩砂岩部層は高海水

準期堆積体の一部に相当すると考えられる（Fig. 9）。

地頭層各部層の三次元的配列は Vail（1987）ほかが提

唱したシークェンスモデルと調和的であり，海進－海

退のサイクルが見られる。 

 

V． まとめ 

・地頭層を下平泥質砂岩部層，音藤砂岩優勢タービダ

イト部層，三沢泥岩優勢タービダイト部層，日出谷礫

岩砂岩部層の 4部層に区分をし，定義した。 

 

・各部層の堆積場は下平泥質砂岩部層は内湾，音藤砂

岩優勢タービダイト部層，三沢泥岩優勢タービダイト

部層は陸棚，日出谷礫岩砂岩部層は浅海と変化し，海

進－海退を示す。また北側に陸域があったと考えられ

る。 

 

・地頭層と仁賀層，最上山層両層との関係を確認し，

整合関係にあることを示した。 
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Figure 9. シークェンスモデル 
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下平砂質泥岩部層 

音藤砂岩優勢タービダイト部層 

三沢泥岩優勢タービダイト部層 

日出谷礫岩砂岩部層 

mfs (maximum flooding surface) 
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